
【取り付け図】

回しながら取り付けると①の様にキャップの円周に沿ってシールします。

回し方が不十分な場合や真っ直ぐ差し込んだ場合は②の様に充填材が一定方向から飛び出し外観や性

能面で本来の役目を果たせません。また、飛び出した充填材が分厚くなる為、乾燥時間が大幅に長く

なり降雨や結露水等で流されるリスクも高まります。

※ボルトが短いものや、痩せて細くなり過ぎているものは、充填材がキャップの外部へ出てこない場

合があります。キャップ内部に充填材が充満していれば問題有りませんが、そうでない場合は本来の

性能を発揮できませんのでご注意下さい。

【表面乾燥時間の目安】

夏季・・・6時間以上
冬季・・・12時間以上(但し、気温が 4℃以下の時間はカウントしない)
※日中（日当たりの良い時間帯）を含んだ場合の目安となります。

※エマルジョンの乾燥時間は気温・湿度によって大きく異なりますので目安としてお考え下さい。

【サイズの選定について】

・必ずノギスで測定し、適切なサイズをご使用下さい。(寸法表をご参照下さい)
・ボルトが無くなっているものや極端に短いものには使用できません。取り付け後、脱落します。

・使用可能なボルトの長さの目安として、ナットの上からボルトの長さが 20㎜以上（屋根面からボル
トの先端までの長さ(高さ)にすると 32㎜以上）を推奨しております。
※ボルトの痩せ方や、屋根勾配(屋根の傾斜)等、現場によって条件は様々です。サイズ合わせ用のサン
プルは無償でご提供させて頂いておりますので実際にご使用頂きご判断下さい。

【充填材が水等で流れた場合】

・キャップ内部の充填材が流れ出した場合、その度合いによって本来の性能を発揮できません。

・キャップ外部の充填材が流れた場合は、性能上ほぼ問題有りません。屋根に残った白い筋が問題と

なる場合は水を含ませたウエスやモップ等で拭きとって下さい。

保護具
● 手（指）の保護：キャップを回しながら差し込む為、必要に応じて滑り止め付の手袋等を装着して下さい。

保 管
● 直射日光は避け、風通しの良い冷暗所で保管してください。

● 夏期の車内等で高温になると離型紙がハガレ難くなることが有ります。

● 子供の手の届かない所に保管して下さい。

● 端数が出た場合等、開封後に未使用のものを保管する場合はビニール袋に入れ密封し、箱に入れガムテープ等で封

をして下さい。

● 低温で保管後すぐに使用した場合、充填材が冷えて固くなっている為ボルトに差し込み難くなります。

応急処置
● 充填剤が目に入った場合は、多量の水で洗い早急に医師の診断を受けて下さい。

● 誤って飲み込んだ場合は、早急に医師の診断を受けて下さい。

廃 棄
● 法令に従って廃棄して下さい。

①良 ②不良○
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㸺 充填材入り屋根用ボルトキャップ 㸼 ᴗົ用

テンキャップ 取ᢅいㄝ᫂᭩
必ずよくㄞんでからご使用ください。

用㏵ ： ⿵ಟ・ᨵಟᕤ஦用

ᡂ 分

キャップ レンࢳリエ࣏

充填材 (Ⰽ⅊)ࢢーキンࢥクリルエマルジョン࢔
ルム࢕ࣇ ≉Ṧ࢔ス࢓ࣇルトࢦム࢕ࣇルム(㯮Ⰽ)

᪋ᕤ手㡰

① レンࢣ ウキ㗵を࣡イࣖーࣛࣈシ等で取り㝖く。ナットがࡺるんでいたら⥾め直す。

水分・Ἔ分・࣑ࢦ等を᏶඲に㝖ཤする。

※ボルトのຎ໬≧ἣに応じて必要であれば㗵び止めሬᩱ等でሬ装する。

② 取り付け 離型紙を外しテンキャップを回しながら差し込む。離型紙は࣑ࢦ袋にᤞてる。

ሬ装について
【屋根をሬ装後にテンキャップを取り付ける場合】

・ሬᩱが᏶඲に乾燥してから取り付けて下さい。

【テンキャップ取り付け後に屋根をሬ装する場合】

・キャップの材㉁は࣏リエࢳレンです。ሬᩱは密着しません。

・充填材はエマルジョン（水性）です。乾燥してからሬ装して下さい。

使用上のご注意
● 必ずᕥ図のように回しながらᢲし込んでください。

● ⤯ᑐにᮌ࡙ࡕ等で྇かないで下さい。

● スレート用の大Ἴ・ᑠἼは、スレートのᒣ部にあたり᭱後

まで回せませんが、充填材がはみ出さないよう出来るだけ

回しながらᢲし込んでください。

● 上から下に向かってまっすぐᢲし込むと中の充填材がキ

ャップの中に充満する๓に外へはみ出し外観ཬび性能面

で本来の役目を果たす஦が出来ない場合があります。

（※⿬面の取り付け図をご参照下さい。）

● ナットの上からボルトの長さが 10㹼1�㎜以下の場合、装
着後に脱落する場合があります。

● 充填材は水性エマルジョンです。乾燥しきっていない≧ែ

で水にゐれると⁐ゎし流れ出すᜍれがあります。降雨・結

露・降㞷がண᝿される場合は᪋ᕤをぢ合わせて下さい。充

填材が流れ出し屋根面に白いスジが残る஦があります。

● 気温 4℃以下では充填材は㠀ᖖに乾燥しにくくなります。
この場合も᪋ᕤをぢ合わせて下さい。

●日ἐ付㏆、日ἐ後に᪋ᕤしないで下さい。（乾燥の㐜れ、結

露水発⏕のᜍれ等᪋ᕤ不良のཎᅉとなります）

※ボルトのサイズと屋根の✀㢮をご☜ㄆの上、適切なサイズのキャップをご使用下さい。誤ったサイズを

使用した場合、本来の性能を発揮出来ません。

【その௚のご注意஦㡯等】

・᭎りの日は湿度が高い為、乾燥時間が長くなりますのでご注意下さい。

・日当たりの良い時間帯に乾燥させて下さい。(༗๓中に᪋ᕤを⤊஢し、日中乾燥させるのがዲましい)
・結露は≉に⛅の日ἐ後に発⏕しやすく、降雨とྠ等の水が発⏕する場合が有りますのでご注意下さい。

・キャップ内の充填材は屋根面からᚎ々に乾燥します。先端まで᏶඲に乾燥するには 3㹼6ࣧ᭶⛬かかりま
す。取り付け後はみだりにᢤき差ししないで下さい。

・冬期の✚㞷量が多いᆅᇦでは使用しないで下さい。




